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新年のごあいさつ

理事長 井上 龍夫

新年明けましておめでとうございま

す。年の初めに当たって昨年の活動を

振 り返 り、また今年にかける私たちの

期待感 と思いについて述べてみたいと

思います。

2012年 は私たちの組織運営に直接

関わる大きな進展がありました。それ

は「認定 NPO法人Jと なったことです。

このひとつレベルの高い法人格により

寄付 していただく方々には大 きな税制

上のメリット(寄付額の約 40%に 相当

する税額の還付など)が得 られること

になりました。 この効果でしようか、

昨年は 1型糖尿病研究基金への寄付が

確実に増加 してまい りました。この認

定 NPO法人に至った陰にはこの組織

の基盤を支えてきた事務局、特に岩永

事務局長の地道な努力があったことを

お伝えしたいと思います。

昨年は活動内容 としても次の発展段

階に向かえる展望が見えてきた年のよ

うに思います。最も大きなイベントは

前年の東 日本大震災で一年の延期を余

儀なくされた全国シンポジウムを開催

したことです。このシンポジウムは 1

年の延期を経たことで、より多 くの支

援者や仲間からの協力もいただくこと

ができ、期待以上の大成功を収められ

たと思います。あらためて関わってい

ただいた多 くの方々やボランティアの

方にこの場を借 りてお礼を申し上げた

いと思います。シンポジウムでは私た

ちの「1型糖尿病 を治 る病気 にする」

というゴールに対 して「2025年 J とい

う明確な時期の目標を掲げ、その実現

にかける私たちの強い思いを示 しまし

た。その実現を裏付けるように、当日

ご講演いただいた多 くの講師の方々の

お話 しの中にその可能性を明確に見い

だせたように思います。

もうひとつの大 きな活動は、全日本

社会貢献団体機構 (A」OSC)様の助成

を得て、米国の 1型糖尿病研究財団

(」DRF)への訪間。調査を実施できた

ことです。ご存知の方も多いと思いま

すが、JDRFは約 40年前に設立された

アメリカの 1型糖尿病研究助成団体で

すが、現在、世界でも最大級の活動規

模を誇る患者団体です。年間に 100億

円以上の資金を調達 し、世界中の 1型

糖尿病関連の研究を支援 しています。

しかし 40年前にたった 2家族で活動

を開始 した最初のチャリティパーティ

では 1ペニー集められるかが心配だっ

たということです。彼 らは研究支援以

外にも全米各地の支部を通 じて、強力

な患者支援活動を進めています。また、

行政や企業 との連携など大規模な活動

を行つています。詳 しくは昨年発行 し

た「1型糖尿病 [IDDM]レ ポー ト2012」

(日 本 IDDMネ ットワークのWEBか ら

もダウンロー ドできます)で紹介して

いますのでそちらをご覧 ください。

さらに、私たちの「3(う J、 そして「つ

なぐJ活動の一環 として、これまで 1

型糖尿病に関連 した情報提供誌「1型

糖尿病 [IDDM]お役立ちマニュアル」

の Part lか ら Part 4ま でを発行 して

きましたが、その Part5“ 患者 と家族の

体験編"を発行することができまし

た。およそ 250人 もの患者・家族の体

験が凝縮された貴重な体験集 として、

今後多 くの患者。家族を救える重要な

ツールなると信 じています。また今年

の 3月 にはその Part3の別冊として「―

東 日本人震災編-1型糖尿病 [IDDM]

患者の 311」 (仮称)を発行予定です。

私たちの組織は阪神・淡路大震災の年

にその災害経験もベースにして結成さ

れました。そしてその体験をもとに平

時の心構えや準備の重要性を伝えるた

めに Part3を 作成 しましたが、今回の

大規模な震災、津波災害を経験 し、さ

らに今後に残して伝えるべきことがあ

ることを痛切に感 じました。それを整

理 して後世に伝えることは私たちの使

命だと思っています。

それ以外にも売 り上げの一部が「1

型糖尿病研究基金」に寄付される自動

販売機の設置が新 しいメンバーの加入

により大幅に拡大 され、昨年だけで

10台以上を設置することができまし
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た。 このような新 しい動 きとともに、

従来からのセミナーや個別のカウンセ

リング、行政への様々な要望活動 (厚

生労働省への 20歳 以降の患者に対す

る経済的な支援等)な どの活動は変わ

らずに継続 してまい りました。

そして、 1型糖尿病「治 らない」か

ら「治る」―“不可能を可能にする"―

を応援する 100人委員会の一人でもあ

る山中伸弥先生のノーベル賞受賞 とい

う国民全体が喜びと期待感に包まれた

ニュースも、私たちにとっては 2025

年の「治る」への光明にもつながるう

れしい出来事だったと思います。

今年 2013年 は、昨年 までに踏み出

した歩みを大 きく前進 させ なければ

ならない年です。先に述べ ましたよ

うに私たちがお手本 としている米国

の」DRFの活動を学ぶ中で、患者支援、

研究支援、そして資金調達の様々な方

法を知ることが出来ました。これらの

ことをこの日本でひとつずつチャレン

ジしていきたいと思います。患者。家

族の支援、すなわち「救 うJでは、発

症直後の最もつらい時期をどのように

サポー トしていくかについてさらに考

えたいと思います。 1型糖尿病研究基

金の運営についても 」DRFを 参考にし

ながら研究助成の対象分野とその優先

性を再検討すべきと思ってお ります。

そして何より、その財源をどのように

効果的に確保するか、その具体的な

チャレンジが今年の課題です。

昨年 3月 には東京でシンポジウムを

行いましたが、今年は大阪で開催 しま

す。今回は根治に向けた研究。開発を

行っていただいている研究者の方々と

患者。家族 との直接的な交流の機会を

提供 したい と思っています。そのあ

たらしい方法 としては「サイエンスカ

フェ」方式と名付けたスタイルを企画

しています。それは比較的少人数のグ

ループで研究者 を患者・家族が囲み、

直接分か りやすい説明を受 けたうえ

で、自由に質問し、相互に期待感や想

いを伝え合 う場にしたいと思っていま

す。 この企画は患者。家族 と研究者が

より距離を縮め、その存在を身近に感

ずることで、それが結果的に研究推進

の効果につなげられることを期待する

ものです。研究資金ではなくソフト的

な研究推進の効果 とでも言えましょう

か。

私たちはまだまだ脆弱な組織。運営

体制であることは否めませんが、それ

でもひとつずつ課題を解決し、新 しい

試みに挑戦 しなが ら進めてまい りま

す。そして最後は「2025年 にみんなで

成功を祝 うJこ とに向けて着実に前進

してまいります。そのためにも本年も

多 くのみなさまのご支援 とご協力をど

うぞよろしくお願い中し上げます。

患者さんと
インスリンとともに 90年
ノボノルディスクは 1923年、インスリンを必要とする

人々のためにデンマークで設立されました。

私たちは、高品質の製品とサービスを提供することで糖尿病治療に貢献し

また、患者さんにとって最大の願いである

糖尿病の治癒に向けても最善を尽くしています。

ノボノルディスクの歴史は、インスリン製剤の進化の歴史です。

インスリンとともに歩んで 90年。イノベーシ∃ンはこれからも続きます。
Jヒ 欧初のインスリン製剤
インスリンレオ (1923)

世界初の中間型
イソフェン(NPH)

インスリン (1946)

世界初のインスリンペン型

注入器ノボベンω(1985)

ノボ/Jに クフアーマ株式会社
〒100-0005東京都千代田区丸の内211明治安田生命ビル
電言舌(03)6266-1000(イt表)FAX(03)6266-1800
″ヽヽVW nOVOnordも k cojp
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私の糖尿病根治計画 -2025年 に向けて一

国立国際医療研究センター膵島移植プロジェク ト研究ア ドバイザー 松本 慎一

糖尿病は、インス リンの絶対的

相対的不足によって起 こる病気で

す。原因が分かっているので、い

くつかの解決方法 が考 え られ ま

す。解決方法の中で、私が一番確

実に早 く実現できると考え日々の

研究 しているβ細胞補充療法 に

ついて説明します。

1型糖尿病 は、 自分の免疫細胞

が間違えて自分のインス リン分泌

細胞 (β 細胞)を 攻撃 して しま

うことで起 こり、通常は、インス

リン分泌が絶対的に不足 します。

1型糖尿病 を根治するには、 β

細胞 を補充 し、拒絶反応や自己免

疫 による攻撃 か ら補充 した β細

胞 を守 る ことで達成 します。 β

細胞は膵臓の中にある膵島にあ り

ます。つまり、膵島を移植するこ

とで β細胞を補 う訳です。

現在臨床で行われている、同種

膵島移植は、脳死の臓器提供者の

膵臓か ら膵島を分離 して、1型糖

尿病患者 さんに移植 し

ます。移植 を受 ける患

者 さんは、拒絶反応や

自己免疫の攻撃 を防 ぐ

ために、免疫抑制剤 を

内服 します。 この同種

膵島移植 は、近年 目覚

まし く成績 が向上 し、

移植後 5年経って もお

よそ半数の患者 さんが

インス リン注射不要の

生活 を続 けられるまで

に至 りました。 この膵

島移植の成績 を地道 に

改善す る ことが Stepl

です。

同種膵島移植の根本

的な課題 は、膵臓 を脳

死の臓器提供者 に頼 っ

ていることです。特 に

日本では、年間数十例

しか脳死の臓器提供者

は現れ ません。 ヒトの

臓器 に頼 らない膵島移植が 1型糖

尿病根治 には必要です。 そこで、

注 目されたのが南極に近いところ

に住んでいる病原体 をほとんど持

たないクリーンなブタの膵臓 を用

いたバイオ人工膵島移植です。 こ

のバイオ人工膵島の画期的なとこ

ろは、 ブタの膵島を免疫隔離膜 と

い う特殊な膜で包んで しまうこと

です。 この膜は、 ブ トウ糖やイン

ス リンは通 しますが、拒絶反応 を

起 こす細胞や抗体 は通 しません。

このため、免疫抑制剤の内服なし

で膵 島移植 を行 うことが出来 ま

す。この方法は、すでにニュージー

ラン ドで臨床対応が始 まっていま

す。 これが Step2の 段階です。バ

イオ人工膵島は、研究を行い改善

するべき余地があ り、 この改善さ

れたものを商品化することで 1型

糖尿病の根治方法が確立 します。

これが Step3で す。

2型糖尿病は、日本人の場合は、

もともとインス リンを分泌す る量

が少 ない ことに加 えて、加齢や体

重増加 などインス リンが効 き難い

ことが重 な り発症 します。まずは、

肥満 などのない 2型糖尿病患者 さ

んにバイオ人工膵島を移植す るこ

とで、2型糖尿病 を治 します。 こ

れが Step4で す。 そ して、最後 に

インス リン抵抗性 のある患者 さん

に対 して、 まず、インス リン抵抗

をな くす治療 を行 い、 その後 にバ

イオ人工膵 島 を移植 す ることで、

多 くの 2型 糖 尿 病 も治 る よ うに

なると考 えてい ます。 この段階が

Step5で す。

If you can imagine it,you can

achievc lt

lf you can drearll it,you can

become it

みんなで、成功 を想像 し、みん

なで夢 を実現 しましょう |

松本慎一の糖尿病根治計画

基本コンセプト:1型 糖尿病はインスリン産生細胞の自己免疫による機能廃絶である。

→インスリン分泌細胞を補充し、自己免疫を防ぐとこの病気は治る。(1型 糖尿病の根治術の確立 )

2型糖尿病は、インスリン分泌不全が基本であり、インスリン抵抗性が時に併発する。

→インスリン分泌不全のみの患者は、インスリン補充療法で治る。

→インスリンの抵抗性は主に肥満が原因であり肥満対策で大半が治る。(2型 糖尿病の根治術の確立 )

唾墓要11型糖尿病に対し同種膵島移植と免疫抑制剤の内服

(カナダ、ヨーロッパで標準治療、日本は 国立国際医療研究センターで同種膵島移植の準備中)

Step 2:1型糖尿病に対し免疫隔離カプセルに入れたブタ膵島移植ッ イヾオ膵島移植 !

ニュージーランドでDiatranz Otsuka賦 dが臨床治験中(カプセルが免疫攻撃を防ぐので免疫抑制剤不要)

Step 3:バイオ人工膵島の商品化 ュ型鼈量壺Ω狙土血Ω壼立

Step 4:イ ンスリン分泌が低下し、インスリン抵抗性のない2型糖尿病に対してバイオ人工膵島の適応

Step5:インスリン抵抗性の解除(抗肥満対策):2型糖尿病の根治術確立

作業工程 1 2012

(現状 )

2015-2020              2025

郡にごhR
Step3(日 本、米国) Step4(日 本、米国) step5

Step4{ニ ュージーランド、          (世 界 )

ョーロッパ
)
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カバヤ食品株式会社インタビュー

「ジューCグルコース」開発秘話

昨年末にカバヤ食品株式会社の岡

山本社 に
1、 し 品開発部研究室室

長の岡本智志様 に大村専務理事が
「ジューCグルコース」開発秘話を

伺いに行ってきました。以下にイン

タビューから得 られた岡本様の熱い

思いをご紹介させていただきます。

■製品開発のきっかけ

「ジューCグ ルコースJの 開発は

とある1本の電話がきっかけでした。

たまたま私がとったその電話は、「カ

バヤ食品さんで、安 くておいしい補

食をつ くれないか ?」 という 1型糖

尿病患者の家族からのお願いの電話

でした。そのお話の中で「糖尿病患

者は、血糖値をコントロールするた

めにブ ドウ糖を摂取 しているJと い

うことなども聞きました。もともと

私は清涼菓子 「ジューCJの 開発担

当者であり、以前はブドウ糖がメイ
ンだったジューCの 配合を、味の改

良のためにブドウ糖 と砂糖を半々に

変更 した張本人でもありました。そ

のときから「ジューCに はブドウ糖

がどの ぐらい入っていますか ?」 と
い う間い合わせ があ り、何でそん

なことを聞 くのだろ う?と 疑間 に

思っていましたが、 このときの電話
で 1型 糖尿病 について知 り、 よう

や くその疑間が解決 しました。そし

て、ジュー Cに含まれるブドウ糖の

量を減 らしてしまったことに何か後

ろめたさも感 じつつ、「何かで きる

ことはないだろうかJと 、電言舌を下

さった方が所属する患者会に足を運

び、お話を聞 くことからスター トし

ました。患者会の皆さんとお会いし

て 1型糖尿病 について詳 しく知 り、

病気を患 う子 どもたちの日常を聞 く

につれ 「私たちの会社は子 ども達が

支えて くれている。その子 ども達の

ために何かしたい !Jと いう思いが

強まり、商品開発の大 きな原動力 と

な りました。 きっかけとなった 1本

の電話を私が とっていなかったら、

ジュー Cグルコースは世に出ていな

かったかもしれませんね。

■製品開発で苦労された点

電話を受けた当時は、ジューCの
担当ではない企画二課に所属 してお

り、す ぐに商品化 というわけにはい

きませんでした。そこで、まずは研

究室のメンバーに試作品づ くりを依

頼 し、それを患者会の皆さんに試 じ

てもらうことから始めました。何度

かの改善 。改良により反応 も概ね好

感触になってきたところで、将来の

商品化をスムースに行おうと思って

工場試作をし、それを使って大々的

にアンケー トをお願いした りしまし

た。サマーキャンプなどでも使って

もらった りして、より現場の声を聞

くこともできました。そして、いよ

いよ工場試作でつ くった在庫が残 り

わずかになり、今後の提供をどうし

ようかと悩んでいるとき、なんとタ

イミング良 く清涼菓子担当になった

のです。新商品開発のために トップ

(幹部)向 けにプレゼンをする機会

があるのですが、その際に 1型糖尿

病患者さん向けのこういう商品もつ

くりたいとの思いを伝えました。正

直、利益も見込めない商品なのでい

い返事は期待 していなかったのです

が、「やったらいいんじゃないのか」

との返事をもらいました。正直 とて

も驚 きましたが、チャンスが巡って

きた !と す ぐに商品化 に向けて急

ピッチで取 り掛かりました。 (笑 )

■この製品にかける想い

学校での利用を想定 し、お菓子を

食べていると思われないよう、パ ッ

ケージは商品名の『ジュー C』 より

も原材料名の 「グルコース」 という

文字 を強調 したデザインに、中身

(味 。香 り)は ほんの リンモン味に

仕上げ、香 りを抑えているけれども

おいしく食べられるように工夫 しま

した。本当は容器なども変えたいと

いう思いもありましたが、そこはコ

ス トの問題を解決するためにジュー

Cと 同じものにしています。

1型糖尿病患者 。家族の皆さんに

出会 うようになり、患者さんはイン

ス リン注射を打っているだけで、コ

ントロールさえできれば普通の人 と

何 ら変わ らない ことを感 じていま

す。そのため、病気だから薬的なも

のをどうとかこうとかという考え方

自体がおかしいのだとも思 うように

なりました。製薬メーカーさんだと、

病気だから薬をという感覚で製作さ

れていた可能性があるところを、食

品メーカーとして味付けなどにもこ

だわれたのは良かったと思っていま

す。

■全国の患者 0家族へのメッセージ

最近、皆さんが喜んで くれている

ということがいろんな場面で伝わっ

て きます。 それは本 当に私 に とっ

て 1番嬉 しいことです。皆さんの役

に立てていると実感できることが、

やって良かった !頑 張 って良かっ

た !と いう思いにつなが ります。今

後、もっともっと必要 とされている

人のところに届いて、多 くの人が喜

んで くれるといいなと思います。ま

た最近は、そういった活動にいろん

な方がご協力 くださっていることも

本当に嬉 しいです。

岡本様 は、「今 はもう賞味期限は

切れているんですけどね (笑 )」 と、

完成が本当に嬉 しくて、商品化 した

最初の「ジュー Cグルコース」1本

と掲載された新聞記事を今でも机の

引き出しにしまっているという話を

して くださりました。完成 までには

岡本室長とカバヤ食品本社にて



わたしたち日本 IDDMネ ットワークの

が群『治らない』から

目に見えないところでたくさんの苦

労や試練があったと思 うのですが、

それだけの思い入れを持って製作 し

て頂けたことを患者の一人 として本

当に嬉 しく思います し、感謝です。

今は一人でも多 くの患者さんの手に

渡 り、低血糖対策はもちろん、学校

や職場での補食を摂ることへの不安

が少 しでも和 らぐことを期待 してい

ます。

■野津社長さまが 100人委員に就任

最後のご紹介 となってしまいまし

たが、 この度、カバヤ食品株式会社

ち日本 IDDMネ ットワー

クの 1型糖尿病根治に向

けた活動に参加 して くだ

さることにな りました。
「光栄であ り、喜んでお

受けする。Jと いう言葉

を頂いてお り、本当に嬉

しい 2012年 の締め くく

りとなりました。

このように私たちは一

人ではありません。応援

して くださるた くさん

の方々がいます。同じ 1

型糖尿病 を持 ちなが ら

様々な境遇で頑張ってい

る仲間 もた くさんいま

す。是非一人で悩 まずに、

皆で助 け合 い、励 まし

あいながら、一歩一歩進

んでいきましょう。ゴー

ルに「根治」があること

を信 じて、患者自身が声

を大にして、家族をはじ

グリレコロス
糖 グ )1哺 給 に  ほ ん の リ レ モ ン 味 備 涼某子,

%出
"v●

グルコース〔ブドウ籍)が主成分。

椰 雄
・・

!

代 表 取 締 役

社 長 の 野 津

喬 様 が、 1

型糖尿病「治

らな いJか
ら「治 る 」

― “不 可 能

を可 能 に す

る"― を応

援 す る 100

人 委 員 に就

任 して くだ

さ り、 私 た

e丁蠅
:職

ジューCクルコース

ー
 5 Ft'率

ヨ鷹,411ホセツト2,800円

80本セット4′000円

めとしたサポーターに支えられなが

ら、皆で力を合わせて実 り多き2013

年にしていきましょう。

専務理事 大村 詠―

テーマ「糖尿病と保険」
エクセルエイド大賞受賞作品 かんな様 (千葉県船橋市在)

私は、1歳で 1型糖尿病を発症して、もう36年になる。私が 1型糖尿と診断された当初は、お医者様さえもただの風邪と診断。母は大変

な苦労をした。皆が普通に入れる共済等の保険も、一切加入できま 1型糖尿病治療費助成金も 18歳までは出るが、19歳 になると打ち

切りになる。母は、随分に不安で大変だつたろうと思う。このおかしな制度も、改正できたらと、患者団体も動いているが、進展は無し。

年頃の時には、「なんで、こんな病気になつたの。もう嫌だ」と、母を何度も何度も責めた。沢山迷惑もかけてきた。小さい時には、保険に入

れないのに、入院を繰り返してきた。自分だけが、病気と闘つていて、大変だと思つていた。今、この歳になつて、本当に母の大変さが身にしみる。

私が結婚して、母からとても良い保険を見つけたよ。と、連絡を貫つた。最初は、またいろいろ間かれて、診査の時に断られるパターンだろう

と、あきらめながらも、調べてみた。

あれつ、今までと違う。糖尿病患者の為の保険だ。と感じ、インターネットで、詳しく調べてみた。今でこそ、1型糖尿病でも入れる保険が出

てきたが、それは本当にこの 1～ 2年で、昔はどの保険も加入できなかった。母が昔親戚に、糖尿を持つたら、一生涯病気ローンだと言われ

ていたのを思い出した。自分の子供を持つた今あの時の母の気持ちを想うと、いろいろな想いで胸が痛くて切なくて仕方がない。そんな想

いの中で、エクセルエイドの保険に出逢い加入した。その時私が、「あたしにぴつたりの保険だよ。」と、言うと、母が、ほつと嬉しそうに笑つて

いたのを今でもはつきり覚えている。

そして、私は、今までに帝王切開と段発指の手術で、三度保険のお世話になつた。エクセルエイドの保険は、私と家族にとつて突然の手術

や急な入院に安心して対応できる、心の杖である。本当にこの保険に入

そのほかの入賞作品はエクセルエイドHPでご覧いただ

ご希望の方には「糖尿病と保険J想いのエッセイ集を

詳し出臭1′蠍輿狙JJ経議「
エク

関東財務局長 (少額短期保向 第3号

〒1080073 東京都港区三田1335三 田SUNビル3階



わたしたち日本lDDMネ ットワークの

短酢『治らない』から

2012年の振 り返 りと2013年に向けて

○患者・家族会への助成金交付

富山の補食の会に交付しました。他の会員患者。

家族会からの申請もまだまだお待ちしておりま

す。

020歳以上の患者支援策実現に向けての政策提言
2012年 11月 28日 に開催された厚生労働省の「小

児慢性特定疾患児への支援の在り方に関する専門

委員会」での意見表明のほか、井上理事長が中心

となって国に対する働きかけを行いました。今年

も引き続き国会議員や国に対し、ロビー活動を展

開していきます。

○配偶者控除制度の存続に向けての政策提言

政府の税制抜本改革では廃止の方向で検討され
ていましたが、政権交代となりました。多額の医

療費負担を抱える患者家族にはたいへん困ります

ので、この機会に存続に向けてロビー活動を継続
します。

O介護職員によるインスリン注射が可能となるた

めの政策提言

引き続き国会議員や国に対し、ロビー活動を展

開していきます。

○特別児童扶養手当の地域間格差是正

未だに「1型糖尿病は対象外Jと いう行政窓口

での対応があります。井上理事長が中心となって

対応します。

O学校・幼稚園'保育園の先生向けに動画を作成

(株)キ ャリアブレイン様との協働で動画を製

作し、WEBに掲載しています。説明用パンフレッ

トもWEBに掲載しています。

O注射器、血糖測定器等を入れるキティちゃん

ポーチ等の配布
ロシュ・ダイアグノスティクス様とサンリオ様

のご尽力で製作された注射器やIlll糖測定器等が収

納できるポーチをプンゼントしています。詳しく

はWEBを ご覧ください。

Ol型糖尿病[lDDM〕 ンポート(lDDM白 書)

2012の作成

全文をWEBに 掲載しています。今年はもう少

し早く発行できるよう頑張ります。

事務局長 岩永 幸三

〇インスリンポソプとカーボカウントのセミナー

開催

2012年は7回開催しました。今年も開催してい

きます。

Ol型糖尿病[IDDM]お役立ちマニュアル

Part l～ 4の配布
パート3(災害対応編)を 増刷し、累計で

34,000冊 の発行となりました。WEBに 申し込み

フォームも設けていますのでご活用ください。

01型糖尿病[IDDM]お 役立ちマニュアル

Part 5の 発行

リクエストの多かった“1型糖尿病 [IDDM]
お役立ちマニュアルPart 5-患者と家族の体験編
―"が完成しました。ご注文をお待ちしています。

O祖父母向けマニュアルの作成

患者の祖父母向けのパンフレットをWEBに も

掲載しています。

OJDRF(米国の1型糖尿病研究財団)調査

井上理事長と大村専務理事が現地を訪間しまし

罵       :鵬
当社                 ぃたしましたo当社                 ぃたしましたo

を1型籠尿病研究塁壺L口 1リ フ

・佐賀県内の観光バンフレット

・1型糖尿病 [IDDM]お 役立ち

マニユアルPartl～ Part5

・1型糖尿病 [IDDM]白 書

これまt・0印刷コストで社会貢献活動ができます。

○通常の印刷費用に寄付額を上乗せするのではなく、当社への発注額の一部を当社が
1型糖尿病研究基金に寄付いたしますので、発注者の方 に々新たな負担は生しません。

○発注者の方 の々ご希望により、
・印刷物に1型糖尿病を治る病気にするという社会貢献活動を行つている旨のロコ
マーク等を表示いたしま魂

・日本lDDMネットワークのWEB等で、この取り組みを周知していただきま硯

代表取締役 中村 嘉克

TEL0952… 23¨4258 諭L nykikaku@almond.ocn neJp

株式会社 エヌワイ企画 1謝11日本
J僣

5Mネットワーク
TEL 0952¨ 20Ⅱ2062 :鸞L infO@iapan― iddm net



わたしたち日本 IDDMネ ットワークの

202H『治らない』から

た。内容はWEBに 掲載しています。」DRFで 学

んだことを私たちの活動に活かします。

○ノーモア注射募金活動
「糖尿病の根治」に向けて“ノーモア注射募金"

活動を開始しました。マンスリーサポーター (毎

月1口 2000円 の寄付)を募集中です。根治を日

指す研究に助成します。

O全国シンポジウム

東日本大震災により延期していましたが、昨年
3月 10日 (土 )11日 (日 )“ 1型糖尿病

「
治らないJ

から「治る」―"不可能を可能にする"― “をテー

マに東京で開催しました。内容はWEBに も掲載

しています。今年は3月 24日 (日 )に大阪市で

開催します。

Oプ ロスポーッとの連携による1型糖尿病の啓発

昨年もプロ野球lFx神 タイガースの岩田稔投手に

は甲子園球場での試合に患者を招待していただ

き、さらに1勝当たり10万円の研究基金へのご

寄付を頂戴しました。おかげで、1型糖尿病の認

知も深まっています。

O電話やメールによる相談

電話は患者の母でもあり祖母でもある陶山さん

と患者である飯田さんに対応してもらっていま

す。メールは井上理事長と岩永で対応していま

す。かなり深刻な相談もあり、はやく「
治る病気」

にしなくてはと思っています。

○ホームページによる情報発信

階層が深くまだまだ改善の余地があります。引

き続き頑張ります。

O会報の発行

現状では年2回が限界。引き続き頑張ります。

○東日本大震災対応記録集の作成

岩手、宮城、福島の被災地を再訪しました。そ

れを踏まえて Fl型 糖尿病 [IDDM]お 役立ちマ

ニュアルPart3 別冊―東日本大震災編-1型糖

尿病 [IDDM]患 者・家族の3.11』 (lFA称)と して、

今年3月 11日 に発行すべく取り組んでいます。

Ol型糖尿病研究基金

1型糖尿病の根治に向けて取り組む研究者や研

究団体に対し研究費の助成を行うことにより、治

療法の確立を図るのがこの基金です。

2011年 1月 に立ち上がった『1型糖尿病「
治ら

ない」から「治る」―"不可能を可能にする"―

を応援する100人委員会』は各界の著名人等で89

名となりました。今年は、100人委員会の企業版“希

望の100社委員会"(仮称)が立ち上がる予定です。

昨年は京都市の患者ご家族からの100万円を筆

頭に数十万円単位のご寄付も頂戴し、過去最高額

となりました。おかげさまで、基金設立以来初の

2年連続となる研究費助成 (総額300万 円)の公

募を開始できます。

こうしたご期待に添えるよう役職員一同、2025

年に「治る病気」になるよう努力を続けますので、

皆さん一緒に頑張りましょう!!

O認定NPO法人となりました|

昨年8月 3日 に、全国で初めての所轄庁 (都道

府県・政令市)認定の“認定NPO法人"と なりま

した。日本IDDMネ ットワークに寄付された個人

の方には税額控除や所得控除が適用され、法人の

方には損金算入限度額が拡大されます。また、寄

付された相続財産は非課税になります。

O事務局運営

井上理事長とのペアだけでは限界でしたが、昨

年は、川崎さん、いとうさん、高橋さん、鮫島さ

んといった強力なメンバーに加わっていただき、

活動のレベルアップにつながりました。大村専務

理事もエアロビック競技と両立しながらたいへん

頑張ってくれました。昨年暮れには第29回全日

本エアロビック選手権大会で男子シングル (個人)

とトリオ (3人組)で優勝し、MVPを受賞しまし

た。今年も日本代表として頑張りますので、皆さ

ん、応援をよろしくお願いします|

…日本イーライリリーE軍情報間含せ窓ロ リリーアンサーズ

LttlttA瞼FW犠
リリーの自己注射用注入器のこ使用に関する
お問合せなどがこざいましたら、お気軽にお電話ください。

0120‐ 245‐970約 う::泄;:骨[ilI]盈
。

078‐242‐3499×
2       :。

8:45               22:00     24:00 …■尿痛情報提供サイト

Diabetes.co.jp
www.diabetes.co.jp
糖尿病情報提供サイトDiabetes.cojpは

患者さんとこ家族を応援する情報を
多数こ用意しております。

日本イーライリリー株式会社
〒651‐0086神戸市中央区磁上通 7丁目1番5号

INS‐A026(R3)
2∞ 8年8月作成



わたしたち日本IDDMネットワークの

202瞬『治らない』から

当日ご対応いただいたのはDC事業

部長の是永陽一さんと同事業部マーケ

ティング部で SMBG機器担当の加賀

洋さんです。ロシュ社さんはスイスに

本社 を置 くヘルスケア企業であるロ

シュグループの診断薬事業部門の日本

法人です。ロシュグループは、主に検

査や診断に用いられる診断薬事業部門

と病気の治療に用いられる医薬品事業

部門があり、診断薬事業部門で開発中

の検査法を新 しい 「治療薬」の開発に

役立てるなど、両部門の相乗効果も大

きいとのことです。是永さんは「この

両事業がうまく協調することで、最終

的には個々の患者さんに対応 した個別

化医療を提供することを目指していま

す。J と強調されていました。

さて、 ロシュ社 さん につ いて は

SMBG機器で皆さんもおな じみ と思

いますが、実はそれ以外の分野でも 1

型糖尿病にはとても関わ り深い企業な

のです。まずグローバルには「インス

リンポンプ」の大手メーカーです。最

新の製品では SMBG機器がポンプの

無線の操作調節器の役 目も果たし、測

定 した血糖値データに基づいた適切な

追加インスリン量を無線でポンプ倶1に

伝えられるという先進的インスリンポ

ンプ製品もあるようです。まだ、日本

ではポンプ事業を展開されていません

が、私たち患者 。家族 としては早 く日

本市場に参入 していただき、患者の選

択肢が増えることを期待 したいと思い

ます。

そしてもう一つ、これはあまりご存

知ない方が多いかと思いますが、1型

糖尿病の根治療法の候補「すい島移植」

に用いられる試薬で、 ドナーから提供

されたすい臓から「すい島Jを分離す

る酵素薬を作られています。この試薬

が世界中のほとんどの膵島移植の現場

で使われているのです。日本でも最近

膵島移植の臨床研究 (高度医療)が再

開し、今後ロシュ社さんの酵素薬のお

世話になる機会が出てくるでしょう。

当日は昨年 11月 1日 に発売された

SMBG機器 の新製品 「アキュチェッ

クモバイル」について加賀 さんにお

聞 きしました。 この製品はヨーロッ

パ、オース トラリア等の患者さんから

アンケー トを実施 し、大幅な製品改良

を行った結果、簡単に使用できる革新

的な血糖測定器に仕上げたとのことで

す。

大きな特徴は血糖測定に必要な動作

の大半を自動化 し、ほとんどの操作を

片手で行 うことができるということで

す。さらに、測定器、穿刺器具、試験

紙の全てを一体化 し、廃棄物 も出ず、

携帯電話のようなデザインとすること

で、外出先でも、他人の目を気にせず

血糖測定ができるということです。

アキュチェックモバイル外観

具体的には、専用のテープカセ ット

を測定器 にセ ッ トす る ことで、50回

分の測定が可能 とな り、測定の度 に 1

回 1回 試験紙 をセ ッ トす る必要 が な

く、使用後、血液の付着 した試験紙は

カセ ット内に再び収納されるので廃棄

物も出ません。穿刺器具は、6本の針

を内蔵した ドラム式穿刺針で、廃棄時

も針 |ま ドラム内 |こ 収糸内さ′tま す。 さら

にサポー ト機能 として、機器の操作ガ

イ ドは、イラス トと日本言署 (ひ らがな、

漢字)を用い、測定値は最大 2000回

分を自動記録 され、USBコ ネクター

でパソコンとの接続により自動的に沢」

定結果がグラフ化されるというす ぐれ

モノです。

加賀さんは「特に頻回に血糖測定を

行 う 1型糖尿病患者さんには、アキュ

チェックモバイルの革新性を実感 して

いただけると思います。日々の血糖測

定作業の負担軽減に少しでも貢献でき

ればうれしく思います。」とおつしゃっ

ていました。

最後 にロシュ社 さんについて忘れ

ていけないのはインス リン注入器や

SMBG機器 を収納ポーチの「キティ

&新幹線ポーチJです。 これは 2006

年に当時の小川社長さんたちのご厚意

で、特に小さな子どもたちが毎日の命

をつないでいる大切な機器類をコンパ

クトに収納 し、いざというときにもす

ぐ持ち出せるようにすることと、かわ

いらしい図柄のポーチにすることで、

毎回の痛みを少しでも減 らしてあげた

いとの思いでキティちゃんのサンリオ

さんのご協力も得て、製造 し、私たち

に寄贈 していただきました。それを私

たちから全国の患者・家族の皆さんに

配布させていただいてお ります。この

ポーチによりどれだけの患者 。家族の

気持ちが和 らいだことでしょう。この

場をお借 りしてあらためてお礼申し上

げます。

全国の患者・家族のために今後 とも

大いに期待 しています !!

私たちのサポーター■企業編■

1型糖尿病の療養からすい島移植までの
頼も しいパー トす―

ロシュ。ダイアグノスティックス株式会社

ようやく秋らしくなってきた昨年 11月、久し6的 に私たちのサポー

ター企業の訪問取材を行いました。今回の訪間先は血糖自己沢」定機器 (以

下、SMBG機器)の「アキュチェック」プランドで皆さんお馴‖染みのロシュ・

ダイアグノスティックス株式会社 (以下、ロシュ社)さんです。

キティ。新幹線ポーチの外観



わたしたち日本 IDDMネ ットワークの

2027『治らない』から

新 メ ンバ ー の抱 負

会員 の皆様、 は じめまして、昨

年 7月 よ り、 プロデューサーに就

任 させて頂 きました、川崎直人で

す。私は、ファンドレイジング (寄

付活動)を 中心 に活動 を行 ってい

ます。

日本 IDDMネ ットワークとの出

会 いは、約 1年半前 に長男が 2歳

8か月で 1型糖尿病を発症 したこと

が きつかけで した。入院約 1週間

後 に、看護師さんが、私 たち夫婦

のもとに来 られ、「1型糖尿病の患

者 と家族 を支援 している団体があ

るか ら、一度ホームページを見て

ください。J「 お父さん、お母さん、

息子 さんの将来 に希望 を持 って く

ださいね」 と励 まされ、 1型糖尿

病 [IDDM]お 役立ちマニュアルパー

ト3-災害対応編 ―とパ ンフレッ

トを頂 きました。 その後、パ ンフ

レットの 「1型糖尿病患者のおじい

ちゃん、おばあちゃんへ」 を一読

した私 と妻の溢れ る涙 は、忘れ る

ことができませ ん。私たち家族 を

生 きる希望へ と導 く、 ひとす じの

光が見えた瞬間でした。

その後、私 は、 日本 IDDMネ ッ

トワークの活動 に参加することを

決意 し、昨年 5月 に佐賀の事務局

を訪間、岩永事務局長 とお会 い し

ました。会談 の中で、患者、家族

への熱い思い と、様 々な活動内容

をお聞 きし、2025年の根治 を目指

して、少 しでも貢献で きればとの

思いで、活動参加 をお伝え しまし

た。

私 の、 日本 IDDMネ ットワーク

での主 な活動 は、本業である「企

業支援 コンサルタン ト」 としての

経験 を活か して、企業 との連携 に

特化 した、ファンドレイジング (寄

付活動)です。

昨年 8月 よ り、既存 のファン ド

レイジングメニューである、1型糖

尿病研究基金支援 自動販売機 の設

置強化に向けた、普及活動をスター

トし、地元の福井県を中心に、企業、

個人の方々への PR活動を実施、そ

の結果、少 しずつではあ りますが

設置台数も増加 してお ります。

また、昨年 10月 、 この支援 自販

機 の普及活動 と私が運営 をしてい

る糖尿病患者 さまを対象 とした自

己管理サイ ト (デ ィエムアイラン

ド)を 新聞社 に取 り上 げて頂 き、

その後、 テレビ、 ラジオなどに出

演 したことも追 い風 とな り、支援

自販機の詳細確認、日本 IDDMネ ッ

トワークヘの寄付方法の問い合わ

せ な ど、企業、個人 の方か ら、 ご

連絡 を頂戴 し、支援の輪が、全国

へ と広がっていることを実感 して

います。

今年 は、年末 までに、支援 自販

機合計 100台 設置 を必達 目標 に掲

げ、取 り組んで参 りますので、関

係各位 の皆 さま、 ご協力の程、 よ

ろしくお願い申し上げます。

また、その他の活動 として、チャ

リティーコンサー ト、発症間 もな

い患者 さまを救 うためのプロジェ

ク ト、企業 との具体的な連携など、

新 しい取 り組みも企画中です。

さらに、私の重要な活動 として、

会員の皆 さまとの交流の場 を持つ

ことです。

患者会 のイベ ン ト参加や、カー

ボカウン トセ ミナー、 シンポジウ

ム、今後実施予定のイベン トな ど

を通 して、患者、家族 の皆 さまと

交流 し、 日本 IDDMネ ットワーク

の活動 を、 よ リー層身近 に感 じて

頂ければと思っています。

最後 に私 には夢 があ ります。 そ

れは、2025年、 それまで毎 日続 け

て きたインス リン補充生活か ら解

き放たれた息子 と、献身的に息子

を支えてきた妻に「みんなの力で、

本 当に夢 が叶った !お めで とう !

日本 lDDMネ ットワーク プロデューサー 川崎 直人

今 日までよ く頑張ったね」 と労 を

ねぎらい、患者、家族の皆さま、 1

型糖尿病 「治 らない」から「治 るJ

― “不可能 を可能 にする"― を掲

げた日本 IDDMネ ットワークの根

治へ向けたさまざまな活動 にご参

加、 ご協力 して くださった関係各

位 の皆 さまとともに、真の喜 びを

分かち合 うことです。

そして、近年、膵島移植をはじめ、

再生医療、遺伝子治療 などにより、

1型糖尿病の根治が、確実に近づい

て きました。 まさしく夢 の実現 に

向けた、大 きな進歩です。

今年 は、新 メンバー として、役

員の方々 との連携 と、 自己の活動

強化を図 り、1型糖尿病研究基金に

つながるファン ドレイジング実績

の拡大に努めたいと思います。

追伸

私 が本業 として運営 を行 ってい

る「ディエ ムアイ ラン ド http://

WWWtOnyO_sp.com/」 は 、 血 糖 値 、

イ ンス リン量、食事、 カーボカ ウ

ン トな どの 自己管理機能 を搭載 し

た、無料サイ トです。 どうぞ、日々

の暮 らしに、お役立て ください。

このサ イ トヘの ご意見、 ご要望

もお寄せいただければ幸いです。



わたしたち日本IDDMネ ットワークの

202E『治らない』から

患者
ネ ットフー 家族会の

山の補食の ます。

「小児糖尿病講演会」

特定非営利活動法人補食の会 理事長 西田 均

当会は1型糖尿病患者家族によって平成13年 11月 に設立され、現在、会員
は40家族で構成されています。会の主な活動は、会員家族間での情報交換
会・交流会 と研修会・勉強会です。また、会員は富山DMサ マーキャンプの実
行委員 として、企画と運営に関わっています。最近は、1型糖尿病を理解 し
てもらうための社会活動にも取 り組んでいます。
今回、平成22年度に続き、12月 9日 に富山県民会館において、学校関係者

や保健医療関係者、患者家族に対 して、標記の講演会を開催 しました。テー
マは、「小児糖尿病の治療 と日常生活の課題」で、講師は多 くの治療経験 と

知識のある かさはら小児科(福井市)院長の笠原善仁先生(前金沢大学教授)

です。当日は大雪で交通機関に乱れが生 じましたが、72名 (学校関係者8名 、保険医療関係者8名 、患者・家族56人 (子供
14人 ))の 参加者がありました。講演では、基本的なインスリン使用法から、注射 とポンプの違いまで、実際のデータに

基づいて納得できるわかりやすい説明が行われました。持続型計測器の使用やiPS細胞による将来の治療についても

説明がありました。また、療養では何が大切で、どれが目標なのかについてもお話 しがありました。質疑応答では、「学
校生活を送る上での1悩みや必要な支援」などに対 して、お答えいただきました。参加者のアンケー トでは、学校関係者
からは、「患者の生活がわかつた」。保健医療関係者からは、「信頼おける頼 りになる団体 として期待 している」などの

意見をいただきました。また、患者からは、欣口らなかったことがよくわかった」、「ポンプのことが良 くわかった」など
の意見がありました。この講演会に日本lDDMネ ットワークからの助成金を使わせていただきました。ここに関係各
位に感謝申し上げます。

また、講演会当日の午後に、設立10周年記念交流会を開催 しました。交流会にはこれまでお世話になった方々をご

招待 し、感謝を表するとともに患者家族と親交を深めていただきました。招待者9名 を含めて、46名 の参加者があり
ました。プ回のマジシャンの手品を鑑賞 したり、サマーキャンプのビデオを見たり、全員でビンゴゲームをして大い

に楽しみ、親交を深めました。最後に参加者の健康と今後の当会の活動の充実を誓いました。

む
Ｆ

簿鐘立ちマ鼻鼻賄万
――騎 曇麹

3人の患者さんが中心になって
約 250名の 1型糖尿病患者と家族への

取材をもとに作成しました。

目次
発症間もない患者さんへ

20年選手の座談会

仲間から

患者の知恵袋―病気とうまく付き合う方法

血糖コントロール

低血糖

インスリン補充法―インスリン注射、インスリンポンプ

食べるということ―カーボカウントの考え方

食べるということ一摂食障害

合併症

患者の知恵袋―快適な生活のために

学校生活 就職・仕事 恋愛・結婚 妊娠・出産

成人発症 憲族 患者会 主治医

病気の受け入れ 周りに病気を説明するとき

情報の受信と発信

未来ヘ

明日に描く夢

治療の未来

根治への道

日本 lDDMネ ットワーク

1冊につき2′000円の

ご寄付をお願いいたしま丸
メール、郵送又はFAXにて送付先と希望部数を
ご記入のうえ、下記へお申し込みください。

認定特定非営利活動法人

〒840…0801 佐 賀 県佐 賀 市 駅 前 中央 1‐ 8…32 iスク エ ア ビル 3階 市 民 活 動 プ ラザ 内 NO.42

TEL&FAX 0952‐ 20‐2062 』俎infocapan■ddm.net tthttpノ 万apan■ ddmonet/ 日本 lDDMネ ットワーク 検索
、

ご連絡いただきましたら、当マニュアルとご寄付の振り込み用紙を送付させていただきます。
ホ~ムページからもごむ【を承つております。



わたしたち日本IDDMネットワークの

短騨『治らない』から

日本 IDDMネ ットワーク “応援"メニュー
〔1型糖尿病支援飲料自動販売機〕
コカ。コーラグルー

プ各社、株式会社伊

藤園、及び自動販売

機設置者のみなさま

のご協力により、売

上げの一部が1型糖

尿病研究基金への寄

付になる飲料自販機

が全国各地に設置されています。設置場所

をご紹介ください !

①株式会社エヌワイ企画 (佐賀市)&株式

会社伊藤園

②匿名希望 (千葉市)&株式会社伊藤園

③アボットジャパン株式会社(東京都港区)

&東京コカ・コーラボトリング株式会

社

④第一繊維工業有限会社 (富山市)&北陸
コカ・コーラ。ボトリング株式会社

⑤株式会社オーイーシー (大分市)&南九

州コカ・コーラボトリング株式会社

⑥匿名希望 (広 島県福山市)&コ カ。コー

ラウエスト株式会社

⑦めがね会館 (福井県鯖江市)&北陸コカ・

コーラボトリング株式会社

③めがね会館 (福井県鯖江市)&株式会社

伊藤園

⑨株式会社稲本製作所 (石川県自山市)&
北陸コカ。コーラボトリング株式会社

⑩南条文化会館 (福井県南越前町)&北陸
コカ。コーラボトリング株式会社

①南条中央公民館 (福井県南越前町)&北
陸コカ。コーラボトリング株式会社

⑫南越前町上牧谷区民センター (福井県南

越前町)&北陸コカ・コーラボトリン

グ株式会社

⑬渋谷薬局 (福井県小浜市)&北陸コカ。

コーラボトリング株式会社

⑭八峯建設株式会社 (福井県おおい町)&
北陸コカ。コーラボトリング株式会社

⑮今庄 365ス キー場 (福井県南越前町)&
北陸コカ ,コ ーラボトリング株式会社

⑩修林巷 (福岡県大川市)&株式会社伊藤

園

設置に当たっては、100人委員の方々にも

ご尽力いただいています。

〔ノーモア注射マンスリーサポーター〕   〔ノーモア注射 2025プロジェクト〕

1口 21XXl円 (ひ と月のインスリン注射   Jお lGiving」apan(オ ンライン上のチャリ

費用の概ね半分に相当)が毎月口座から自  ティプログラム)のサイトで寄付を呼びか

動引き落としになる寄付です。100人のご けるチャレンジを行なっています。

協力があれば毎年 2、 3件の研究費支援が  h中 :“ uS電市ingjノげ7960

可能になります。

呻 拗叩m iddm.neヴdo面on/

〔ノーモア注射～希望の本プロジェクト〕

ご家庭や会社などで不要になった本を

ご提供ください。例えば、単行本が 20,OllCl

冊集まったら (1冊 50円 の場合)新 しい

治療法の開発が可能になります。

llo:“ apan_lddln.net/book pOcプ

実績 :Q669冊、119,664円 (2012年 12月

末現在)

〔書き損じはがきプロジェクト〕

ご家庭の書き損じ・未使用のハガキ (額

面の記載のある未投かんのハガキです)を

集めています。

http冽 apall ld品 .net p― postcttd ptteCプ

実績 :1,377枚 (2012年 12月 末現在)

※ このうちの一部を換金 したところ

17,000円 となりました。

実績 :大村詠一専務理事 7人から71,0∞

円 (2012年 12月 末現在)

実績 :16名 18口 (2012年 12月 末現在)  井上龍夫理事長 5人から36,000円 (2012

年 12月 末現在)

岩永幸三副理事長 4人 から16,000円

(2012年 12末現在)

みなさんもこのサイトから寄付を呼びか

けるチャンンジを行っていただければあ

りがたいです。

「治る」病気に向けて

昨年 2件 200万円の研究費助成を行い、

累計で7件 700万円の研究費助成となり

ました。平成 25年度も3件 300万円の研

究費助成を行います。皆さまの応援のおか

げで2005年の基金創設以来初めて2年連

続での助成ができるようになりました。

研究者が「治るJ病気にするための研究

に集中できるよう、皆さまのお知り合いに

もこうした応援メニューをご紹介 くださ

い !

寄付をした相綺財産が非課税になりま■

○ご寄付のお編り込み先

”̈
口屋名■ 掟 非営利活島法人日本lDDMネ ットワーク

口E番号 1546986       101700‐ 7‐73905
口座名●

口E■号 1629393       101710‐ 9‐ 39603
ホームページで諄佃をc‐8介していま魂クレジットカードのご利用も可能で魂

(1)寄附金控除 (所得控除)の適用を受けるか、

(2)寄附金特別控除 (税額控除)の適用を受けるか、

どちらか有利な方を選ぶことができま魂

(1)所得控除の場合

① = 認肥 控除(M鯰り]

(2)税田控除の場合

①=  X国…囲

損金日入限度額の枠が拡大されま■

一般の寄付金に対する損金算入限度額

=(資本金等の額X025%+所得金額X25%)X1/4

+
認定NPO法 人への寄付金に対する損金算入限度額

=(資本金等の額X0375%+所得金額X6.25%)X1/2

を損金として算入できま魂



舞 f落躙柿習瑕

詳しくは Webを ご覧ください。 日本!DDMネ ットワーク 匿壷ミ

雪:舞itt D晴 1率穆詩琴―・・/~シシ難ジ野 2013in大阪 |

～根治に向けた最先端研究者とともに想いを語りあう日～

2013年 3月 24日 (日 )13時

■出演■(敬称略)

松本 慎―
(国立国際医療研究センター膵島移植プロジェクト・研究アドバイザー)

一バイオ人工膵島一

中神 啓徳
(大阪大学大学院連合小児発達研究科教授)

―DNAワ クチン治療―

長船 健二
(京都大学iPS細 胞研究所准教授)

一iPS細胞による再生医療―

川村 智行
(大阪市立大学大学院医学研究科発達小児医学講師)

一先進デバイスによるインス リン療法―

ほか

お早 めに申 し込み ください。

腑インス リンポンプとカーボカウン トのセ ミナー

○宮崎市  2月 3日 (日 )10時 30分～16時30分   」A・AZM本館

事務局長のひとり言

1型糖尿病 〔IDDM〕 お役立ちマニユアル PART5-患者と家族の体験編―は、実は私の担当。しかし、このま

まで Iよ私が倒れてしまうと患者さん 3人が助け人として登場。約 250人もの患者、家族、医療者の方々に取材し

ていただき素晴らしいものができあがりました。大感謝 !です。

2025年に 1型糖尿病を治る病気にするために|またくさんの研究資金が必要です。ここに2人のフアン ドレイザー

が登場。企業支援コンサルタン トの川崎直人さんとフラワーコーディネーター (起業家)のいとうあつこさんです。

こ期待ください |

年々求める活動レベルを上げるので、東京と佐賀の事務局メンバーは悲鳴をあげている ? 2025年まで我慢し

ておつきあいください !

それで |よ、皆さん今年もよろしくお願いしヽたします。




